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Web 上に自分だけのフォルダを作り、その中にさまざまなデータベースで検索した結果を取り込み、保

存することができます。また、保存したデータを利用して、参考文献リストを作成することができます。 

場所を選ばず、インターネットに接続できる環境であれば、いつでも利用可能です。 

例えば、大学の図書館でデータベース検索した情報をとりあえず RefWorks に保存しておき、自宅に帰って 

ゆっくり吟味したり、ファイル整理することで自分だけのデータベースを作ることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      RefＷorks を通して、データの保存・取り出し・編集が自由に、何度でも行えます！ 

      USB メモリの代わりや、集めた様々な情報の保管などにも使えます。 

 

 

 

 

 

データベースマニュアル（2021.4） 

RefWorks[レフワークス] 
 

文書管理ソフト≪RefWorks≫とは 

RefWorks 

大学内ＰＣ  自宅ＰＣ  
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2021 年 4 月現在、本学設置の PC において推奨されているブラウザはＩＥ（Internet Explorer）ですが、 

RefWorks への文献情報の取り込みの際、不具合が生じるデータベースが複数あることが判明しました。 

 

そこで、RefWorks への文献情報の取り込みを前提とする場合は、ブラウザを FireFox、もしくは 

Google Chrome でデータベース、及び RefWorks を利用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 京都橘大学の HP-京都橘大学図書館 HP から入る 

まず、Google[グーグル]や Yahoo![ヤフー]で、【京都橘大学】と入力検索し、京都橘大学 HP トップを 

表示します。【学生生活】から【図書館】のタブをクリックすれば、京都橘大学図書館 HP が表示され 

ます。 

図書館 HP トップ画面-左部にある        をクリックしてください。 

RefWorks のログイン画面に展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①利用スタート：接続・ログインの方法（ユーザ登録） 

重要なお願い：利用環境について 
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①         をクリックします。 

 

② ログイン名とパスワードを入力して 

ください。 

※ログイン名、パスワードの変更は 

 学内でのみ可能です。 

 

③       をクリックします。 
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 ユーザ登録を行う 

RefWorks を使うためにはまず、ユーザ登録が必要です。 

 

 

 ≪医学系≫学部生・院生 専任教員 ≪文系≫学部生・院生 

〜2015 年度 ユーザ登録済 ユーザ登録済  

2018 年度 

〜  

2020 年度 

 看護学科 

 心理学科 

 理学療法学科 

 作業療法学科 

 救急救命学科 

 臨床検査学科 

 看護学研究科 

 健康科学研究科 

に所属する学生はユーザ登録済 

（入学時に一括登録） 

ユーザ登録済  日本語日本文学科 

 歴史学科 

 歴史遺産学科 

 国際英語学科 

 児童教育学科 

 経営学科 

 都市環境デザイン学科 

 文学研究科 

 現代ビジネス研究科 

 文化政策学研究科 

に所属する学生は未登録 

（各自でユーザ登録） 

2021 年度 上記と同様 

※一括登録は、4 月～5 月中に実施 

上記と同様 上記と同様 

 

 

 

        ひとくちメモ 

※学部生・院生のログイン名とパスワードは、以下の通りです。 

 ポータルサイト等の利用時に使用する、 

 ログイン名・・・（学籍番号） 

 パスワード・・・（アルファベットと数字の組み合わせ） 

  

※専任教員の方のログイン名とパスワードは、以下の通りです。 

 2020 年度現在、在職されている教員の方は全員、すでにユーザ登録済です。 

 ログイン名・・・（Activemeail アドレス全部） 

 パスワード（アルファベットと数字の組み合わせ） 

 但し、2018 年度以前より RefWorks をご利用中の方は、使用中のログイン名・パスワードを 

 そのままお使いください。 
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① 新規アカウントを申し込むをクリックし、 

アカウントを作成します。 

 

② ステップ１… 

メールアドレス、ログイン名、パスワードを入力。 

※メールアドレスは、大学のメールアドレスをつかうこと 

 

③ 次へをクリックし、ステップ２… 

氏名 

関連分野（学部名） 

ユーザータイプ（所属身分/学部生 or 院生）を入力。 

 

④ アカウントを作成をクリックして、登録完了です。 
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RefWorks を使ってみたい理由として、

とか、 という声を聞きます。 

イチイチ１文字１文字入力しなくても、工程手順に従えばあっという間にリストを作ることができるので、 

とても便利です。 

しかし、あっという間に作るためにはやはり準備が必要です。 

 

リストにする、と一言で言っても、出力される項目の順番がバラバラでは困ります。 

リスト全体が統一された記述方法で表示されれば、より美しく、レベルの高い論文となるわけです。 

 

ここでは、多くの日本の大学がおススメしている参考文献の記述方法である、 

【SIST2[シストツー]科学技術情報流通技術基準（Standerds for Information Science and Technology）】を

Refworks に設定する方法を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②より快適に利用するための準備 

① ログインしたトップ画面の左上にあるツールから、 

「参考文献」を選びます。 

プルダウンから「出力フォーマット管理ツール」を 

選択します。 
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② 「出力フォーマット管理ツール」がポップアップで表示されるので、左側の【出力フォーマット一覧】 

から SIST02 を検索・選択し、中央の矢印で右側の【お気に入り】に移してください。 

 

③ 「出力フォーマット一覧」に必要なフォーマットがない場合には、図書館レファレンスカウンターへ 

ご相談ください。 
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DB：CiNii Books/Articles の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③データベースから RefWorks への検索結果の取り込み（インポート）方法 

① CiNii Books、もしくは Articles で検索 

した結果一覧から、エクスポート 

（取り出す）したい情報を選びます。 

チェックボックスに☑を入れます。 

 

② 結果一覧の上部にあるプルダウン式の 

ボックスから、  

を選び、実行ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ RefWorks のバーションを選ぶ 

ポップアップが表示されます。 

必ず、下方のオレンジ色のバーションを 

選んでクリックしてください。 

 

④ 先に RefWorks にログインしておけば、 

そのままスムーズにインポートが完了 

します。 

ログインしていなければ、ログイン 

画面が表示されます。ID・パスワード 

を入力してください。 

 

⑤ RefWorks でインポート（取り込み）された 

ことを通知するポップアップアラートが 

表示されます。 

内容を確認したい場合には、ポップアップ 

  アラートの右下部の 

 

 

ボタンをクリックします。 
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DB：医中誌の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索した結果一覧から、 

エクスポート（取り出す）したい情報を

選びます。 

チェックボックスに☑を入れます。 

 

② 結果一覧の上部にある 

 

    

    を選び、クリックします。 

 

 

 

 

 

 

③ エクスポートの選択肢がポップアップ

表示されるので、 

              

 

を選び、クリックします。 

 

 

⑥ 【最近インポートされたレコード】 

として取り込んだ情報を確認すること 

ができます。 
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DB：医書.jp の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索した結果一覧から、 

エクスポート（取り出す）したい情報を

選びます。 

チェックボックスに☑を入れます。 

 

 

② 結果一覧の上部にある 

 

     

    をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ RefWorks のバーションを選ぶ 

ポップアップが表示されます。 

必ず、下方のオレンジ色のバーションを 

選んでクリックしてください。 

 

 

⑤ 先に RefWorks にログインしておけば、 

そのままスムーズにインポートが完了 

します。 

ログインしていなければ、ログイン 

画面が表示されます。ID・パスワード 

を入力してください。 

 

 

⑥ RefWorks でインポート（取り込み）された 

ことを通知するポップアップアラートが 

表示されます。 

内容を確認したい場合には、ポップアップ 

  アラートの右下部の 

 

 

ボタンをクリックします。 
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③  

   

 を選択し、クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ RefWorks のバーションを選ぶ 

ポップアップが表示されます。 

必ず下方のオレンジ色のバーションを 

選んでクリックしてください。 

 

 

⑤ 先に RefWorks にログインしておけば、 

そのままスムーズにインポートが完了 

します。 

ログインしていなければ、ログイン 

画面が表示されます。ID・パスワード 

を入力してください。 

 

 

⑥ RefWorks でインポート（取り込み） 

されたことを通知するポップアップ 

アラートが表示されます。 

内容を確認したい場合には、ポップアッ

プアラートの右下部の 

 

 

ボタンをクリックします。 
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DB：EBSCO host の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索結果一覧より、Refworks へ 

取り込みたい文献情報の右側にある、 

    をクリック、ポップアップ 

 

表示を出します。 

 

② ポップアップ内の 

 

 

をクリックします。 

 

③ 取り込みたい文献情報について 

➀と➁を繰り返します。 

 

 

 

 

 

 

④ 画面の右側はしにある、 

をクリックし、隠れている画面を 

引き出します。 

 

 

⑤ 引き出された画面より、 

 

 

をクリックし、①と➁でフォルダに 

入れた文献情報をまとめて表示させ 

ます。 
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⑨ RefWorks のバーションを選ぶ 

ポップアップが表示されます。 

必ず、下方のオレンジ色のバーションを 

選んでクリックしてください。 

 

⑩ RefWorks でインポート（取り込み） 

されたことを通知するポップアップ 

アラートが表示されます。 

 

⑪ 内容を確認したい場合には、ポップ 

アップアラートの右下部の 

 

 

をクリックしてください。 

【最近インポートされたレコード】 

として情報を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ フォルダに入れた文献情報の前にある、 

チェックボックスに☑を入れます。 

※☑を入れると、該当の文献情報が 

 なります。 

 

 

⑦ 画面の右側はしにある、 

1 

 

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

⑧ RefWorks への直接エクスポートを選択した後、保存ボタンをクリックします。 

これで、DB：EBSCOhost 側の準備は整いました。 
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DB：Science Direct の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索結果一覧より、Refworks へ 

取り込みたい文献情報の左側にある、 

チェックボックスに☑を入れます。 

 

 

② 検索結果一覧の上部にある、 

       をクリックします。 

 

 

 

 

 

③ ポップアップアラート表示より、 

Save to RefWorks を選択、クリック 

します。 

 

 

 

 ④ RefWorks のバーションを選ぶ 

ポップアップが表示されるので、必ず、下

方のオレンジ色のバーションを選んで 

クリックしてください。 

 

 

⑤ 先に RefWorks にログインしておけば、 

そのままスムーズにインポートが完了 

します。 

ログインしていなければ、ログイン 

画面が表示されます。ID・パスワード 

を入力してください。 

 

 

⑥ RefWorks でインポート（取り込み） 

されたことを通知するポップアップ 

アラートが表示されます。 

 

 

⑦ 内容を確認したい場合には、ポップ 

アップアラートの右下部の 

 

 

をクリックしてください。 
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③ 画面左手の下部にある 

        クリックします。 

 

 

④ RefWorks へのエクスポート形式を 

決めるためのポップアップが表示 

されます。 

 フォーマットを決定します。 

  デフォルトでは、「MLA」に 

なっていますが、いくつか選択肢 

があるので、選ぶこともできます。 

 

 

 

 

   

 

その下の枠内に形式見本が表示 

  されるので、参考にしてくだ 

さい。 

 

 引用のエクスポートで 

RefWorks ボタンをクリックして 

ください。 

 

 

DB：ProQuest Ebook Central の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① まず、情報を取り込みたい eBook を 

選びます。 

 

 

② ①で選んだ eBooks のタイトルを 

クリックし、詳細情報を表示させます。 
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⑥ ご自身の ID・パスワードで RefWorks 

にログインします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ RefWorks のバージョンを訊かれるので、 

下方のオレンジ色のバージョン 

をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

⑦ すでに④でインポートの準備が整って 

いるので、直ちにインポートが始まり 

ます。 

完了したら、画面右下にある 

 

 

をクリックして、確実にインポート 

できているか、確認しましょう。 
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DB：国立国会図書館サーチの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
① 検索した結果一覧が表示されたら、 

右下部の           

 

をクリックします。 

※エクスポートする情報を選ぶことはできません。 

 （最大 15 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② まず、ポップアップアラートで○Ａ が 

表示されます。 

「プログラムで開く」を選択した上で、 

右横のプルダウンで「その他」を選ぶと、

新たなポップアップアラート○Ｂ  

が表示されます。     

 

 

③ アラート○Ｂで、「メモ帳」を選び、 

ＯＫボタンをクリックすると、 

アラート○Ｂが消え、○Ａ だけが残り 

ます。 

 

 

④ 今度はアラート○ＡのＯＫボタンを 

クリックすると、○Ａ も消えます。 

 

 

 

アラート○Ｂが消え、○Ａ だけが残り 

ます。 

 

 

④ 今度はアラート○ＡのＯＫボタンを 

クリックすると、○Ａ も消えます。 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 
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⑤ 今度はポップアップで【メモ帳】が 

表示されるので、 

「ファイル」-「名前をつけて保存」 

からデスクトップ等に一時保存しま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 保存する時のファイル名の最後の 

拡張子は必ず、.txt にして保存ボタン

をクリックしてください。 

テキスト文書として保存する必要が 

あります。 

 

これで、文書情報側の準備が整い 

ました。 
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DB：国立国会図書館サーチから文献情報を RefWorks に保存する場合、全ての情報が保存 

されないことがあります。 

予め、ご了承ください。 

（論文情報なら巻号がなかったり、図書情報なら、章別のタイトルがなかったり） 

手入力による追加編集をおススメします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ インポートフィルター/データソースで 

「RefWorks Tagged Format」を、 

データベースで 

「Tagged Format」を選びます。 

 

⑨ 参照ボタンをクリックして、⑥で保存 

したファイルを指定します。 

 

⑩ 右下部のインポートボタンをクリック 

すれば、完了です。 

 

⑪ インポートした情報を確認する場合は、 

最後にインポートされたレコードを 

クリックすると、情報が表示されます。 

⑦ RefWorks にログインし、画面左上に 

あるレコードからのプルダウン 

メニューでインポートを選びます。 
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DB：J-STAGE の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① Refworks に取り込みたい詳細画面を 

表示させると、右側にある 

「メタデータをダウンロード」より、 

RIS 形式を選択し、デスクトップに 

一旦、保存します。 

 

② まず、ポップアップアラートで○Ａ が 

表示されます。 

「プログラムで開く」を選択した上で、 

右横のプルダウンで「その他」を選ぶと、

新たなポップアップアラート○Ｂ  

が表示されます。     

 

 

③ アラート○Ｂで、「メモ帳」を選び、 

ＯＫボタンをクリックすると、 

アラート○Ｂが消え、○Ａ だけが残り 

ます。 

 

 

④ 今度はアラート○ＡのＯＫボタンを 

クリックすると、○Ａ も消えます。 

 

 

⑤ 今度はポップアップで【メモ帳】が 

表示されるので、 

「ファイル」-「名前をつけて保存」 

からデスクトップ等に一時保存しま 

しょう。 

 

⑥ 保存する時のファイル名の最後の 

拡張子は必ず、.txt にして保存ボタンをク

リックしてください。 

テキスト文書として保存する必要が 

あります。 

 

これで、文書情報側の準備が整い 

ました。 

 

⑦  

 

Ａ 

Ｂ 
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DB：J-DreamⅢの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索結果一覧から、 

RefWorks に取り込みたい記事（論文） 

に☑を入れます。 

複数 O.K.。 

 

 

 

 

⑧ インポートフィルター/データソースで 

「RIS Format」を、 

データベースで 

「RIS Format」を選びます。 

 

⑨ 参照ボタンをクリックして、先ほど⑥で 

保存したファイルを指定します。 

 

⑩ エンコードは、「UTF-８」に設定して 

ください。 

 

⑪ 右下部のインポートボタンをクリック 

すれば、完了です。 

 

 

⑫ インポートした情報を確認する場合は、 

最後にインポートされたレコードを 

クリックすると、情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

⑨ RefWorks にログインし、画面左上に 

あるレコードからのプルダウン 

メニューでインポートを選びます。 
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② 画面下部にある「回答表示設定」にて、 

 ダウンロード形式 

  「BIB 形式」 

 表示件数 

「選択した標題のみ表示」 

を選択し、        を 

クリックします。 

 

③ まず、ポップアップアラートで○Ａ が 

表示されます。 

「プログラムで開く」を選択した上で、 

右横のプルダウンで「その他」を選ぶと、

新たなポップアップアラート○Ｂ  

が表示されます。     

 

 

④ アラート○Ｂで、「メモ帳」を選び、 

ＯＫボタンをクリックすると、 

アラート○Ｂが消え、○Ａ だけが残り 

ます。 

 

 

⑤ 今度はアラート○ＡのＯＫボタンを 

クリックすると、○Ａ も消えます。 

 

 

⑥ 今度はポップアップで【メモ帳】が 

表示されるので、 

「ファイル」-「名前をつけて保存」 

からデスクトップ等に一時保存しま 

しょう。 

 

ファイル名最後の拡張子は、 

bib.txt になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 
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⑦ ⑥で保存したテキストファイルのデータを

全て選択し、コピーします。 

 

 

⑧ RefWorks にログインし、画面左上に 

あるレコードからのプルダウン 

メニューでインポートを選びます。 

 

 

⑨ ポップアップアラートで表示された 

「レコードをインポートする」から、 

        をクリックします。 

 

 

⑩ インポートフィルター/データソースで 

「BIB Tex」を、 

データベースで 

「複数のデータベース」を選びます。 

 

 

⑪ その下方にあるボックスの中に、 

➆でコピーしたテキストファイルの 

データを貼り付けます。 

 

⑫         をクリックします。 

 

 

⑬ 文献情報が取り込まれたら、 

 

 

をクリックして、きちんと取り込まれて 

いるか、確認しましょう。 
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DB：ACM Digital Library の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 左記のようなポップアップが表示される 

ので、プルダウンで Bib Tex を選択し、 

画面右下の   をクリックします。 

 

 

④ まず、ポップアップアラートで○Ａ が 

表示されます。 

「プログラムで開く」を選択した上で、 

右横のプルダウンで「その他」を選ぶと、

新たなポップアップアラート○Ｂが表示 

されます。     

 

 

⑤ アラート○Ｂで、「メモ帳」を選び、 

ＯＫボタンをクリックすると、 

アラート○Ｂが消え、○Ａ だけが残り 

ます。 

 

 

⑥ 今度はアラート○ＡのＯＫボタンを 

クリックすると、○Ａ も消えます。 

 

 

⑦ 今度はポップアップで【メモ帳】が 

表示されるので、 

「ファイル」-「名前をつけて保存」 

からデスクトップ等に一時保存しましょ

う。 

 

 

⑧ 保存する時のファイル名の最後の 

拡張子は必ず、.txt にして保存ボタンをク

リックしてください。 

テキスト文書として保存する必要が 

あります。 

 

① RefWorks に取り込みたい記事（論文） 

に☑を入れます。 

複数 O.K.。 

 

② 記事（論文）の上部にある、 

（Export Citations）をクリックします。 

 

 

 

Ａ 
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Ｂ 

⑩ インポートフィルター/データソースで 

「Bib Tex」を、 

データベースで 

「ACM Digital Library」 

を選びます。 

 

 

⑪ 参照ボタンをクリックして、先ほど⓼で 

保存したファイルを指定します。 

 

 

⑫ エンコードは、「UTF-８」に設定して 

ください。 

 

 

⑬        をクリックします。 

 

 

⑭ インポートした情報を確認する場合は、 

 

 

をクリックすると、情報が表示されます。 

※記事（論文）がちゃんと取り込まれているか、 

 必ず確認するようにしましょう。 

⑨ RefWorks にログインし、画面左上に 

あるレコードからのプルダウン 

メニューでインポートを選びます。 
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DB：Oxford Medicine Online の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① まず、情報を取り込みたい eBook を 

選びます。 

 

 

② ①で選んだ eBooks のタイトルを 

クリックし、詳細情報を表示させ 

ます。 

 

 

 

 

③ 画面右手の上部部にある 

     （えんぴつマーク） 

をクリックします。 

 

 

④ プレビューさせるフォーマットと、 

エクスポートするフォーマット 

を決めるためのポップアップが 

表示されます。 

 プレビューフォーマットを決定 

します。 

   

 

 

 

 

 

 エクスポートのフォーマットを 

  決定し、クリックしてください。 
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⑤ まず、ポップアップアラートで○Ａ が 

表示されます。 

「プログラムで開く」を選択した上で、 

右横のプルダウンで「その他」を選ぶと、

新たなポップアップアラート○Ｂが 

表示されます。     

 

 

⑥ アラート○Ｂで、「メモ帳」を選び、 

ＯＫボタンをクリックすると、 

アラート○Ｂが消え、○Ａ だけが残り 

ます。 

 

 

⑦ 今度はアラート○ＡのＯＫボタンを 

クリックすると、○Ａ も消えます。 

 

 

⑧ 今度はポップアップで【メモ帳】が 

表示されるので、 

「ファイル」-「名前をつけて保存」 

からデスクトップ等に一時保存しま 

しょう。 

 

⑨ 保存する時のファイル名の最後の 

拡張子は必ず、.txt にして保存ボタンをク

リックしてください。 

テキスト文書として保存する必要が 

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

Ａ 
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⑪ インポートフィルター/データソースで 

「RIS Format」を、 

データベースで 

「RIS Format UTF-8」 

を選びます。 

 

 

⑫ 参照ボタンをクリックして、先ほど⓽で 

保存したファイルを指定します。 

 

 

⑬ エンコードは、「UTF-８」に設定して 

ください。 

 

 

⑭ 右下部のインポートボタンをクリック 

すれば、完了です。 

 

 

⑮ インポートがスタートするので、 

完了したら、 

 

 

クリックしてインポートが成功 

したか確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ RefWorks にログインし、画面左上に 

あるレコードからのプルダウン 

メニューでインポートを選びます。 
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DB：Oxford Medicine Online の各章（コンテンツ）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① まず、情報を取り込みたい eBook を 

選びます。 

 

 

② ①で選んだ eBooks のタイトルを 

クリックし、詳細情報を表示させ 

ます。 

 

 

 

 

③ ②の下部に「Contents」が表示 

されるので、RefWorks に取り込んで 

おきたい章の分を選んでクリックして 

ください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ③の状態になったところで、 

（えんぴつマーク）をクリックします。 

   

⑤ 以降の手順は、前述と同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り込みたい情報 
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DB：PubMed の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 尚、デスクトップに仮保存するメモ帳

のタイトルに、 

「chapter」と記されていれば、”章” 

の文献情報が取得できていることに 

なります。 

 

 

 

① 検索した結果一覧から、 

エクスポート（取り出す）したい情報を

選びます。 

チェックボックスに☑を入れます。 

 

 

② 画面右上にある、Send to から 

プルダウンメニューで 

Citation manager を選択します。 

 

 

③ さらにプルダウンメニューが追加 

されるので、Create File ボタンを 

クリックします。 
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④ まず、ポップアップアラートで○Ａ が 

表示されます。 

「プログラムで開く」を選択した上で、 

右横のプルダウンで「その他」を選ぶと、

新たなポップアップアラート○Ｂが 

表示されます。     

 

 

⑤ アラート○Ｂで、「メモ帳」を選び、 

ＯＫボタンをクリックすると、 

アラート○Ｂが消え、○Ａ だけが残り 

ます。 

 

 

⑥ 今度はアラート○ＡのＯＫボタンを 

クリックすると、○Ａ も消えます。 

 

 

⑦ 今度はポップアップで【メモ帳】が 

表示されるので、 

「ファイル」-「名前をつけて保存」 

からデスクトップ等に一時保存しましょ

う。 

 

⑧ 保存する時のファイル名の最後の 

拡張子は必ず、.txt にして保存ボタンをク

リックしてください。 

テキスト文書として保存する必要が 

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 
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⑨ RefWorks にログインし、画面左上に 

あるレコードからのプルダウン 

メニューでインポートを選びます。 

⑩ ポップアップで RefWorks に 

インポート（取り込む）設定が表示 

されるので順次、選択していきます。 

 

  インポートフィルター/データソース 

⇒ NLM PubMed を選択 

 

  データベース 

⇒ PubMed を選択 

 

  テキストファイルを選択 

⇒ 参照ボタンをクリックして、⑧で 

 保存したファイルを選択 

 

  エンコード 

⇒ UTF-８を選択 

 

 

⑪ 最後にインポートボタンをクリック 

します。 

 

 

⑫ インポートが完了した後は、 

ポップアップ画面右下の 

 

 

をクリックし、成功を確認してください。 
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 ひとくちメモ 
 

 RefWorks 画面上部にあるメニューバーから検索を、さらにプルダウンメニューから 

 外部データベースを選択、最後に PubMed を選んでクリックすると、RefWorks の中で 

 PubMed 検索ができ、そのままダイレクトに RefWorks にインポートすることができます。 

 

 検索は簡単なキーワード検索のみで、複雑な検索式を立てることはできませんが、 

 毎度ファイルをデスクトップに保存する必要がなくなり、とても便利です。 
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このアイコンは PubMed にリンクしているので、 

クリックすれば、PubMed の検索結果画面が表示されます。 
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≪ 例 ≫ 記事タイトル：「Linux でもできるオンライン会議 Zoom や Google Meet など四つを比較」 

     著者名：やまねひでき 

     雑誌名：『日経 Linux』 

     巻 号：22(4) 

     ページ：p.8～9 

          発行年：2020.7 

     出版者：日経 BP 社 

      

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④手入力で情報を追加保存する方法 

非効率的のようでいて、意外と応用が利くものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mazuha  

 

 

 

 

 

 

 

① 左上部のツールバー「レコード」から、 

「新規追加」を選びます。 

 

 

② 新規作成のための画面がポップアップで 

表示されます。 

 

 

③ 選択済みの出力フォーマットは、じつは 

何でもよいのですが、とりあえず、国内で 

一般的になりつつある「SIST2[シスト 2]」 

を選んでみましょう。 

※P.4 参照 

 

 

④ and Reference Type は、資料のタイプの 

ことですので、雑誌等の論文記事であれば 

「学術論文」を、図書情報であれば「書籍」 

を選びましょう。 

 

 

⑤ 著者、表題、ジャーナル名、出版年、巻、号、

開始ページ、終了ページは、できる限り入力

しておきます。 

 

 

⑥ あとは、右下部の      をクリック 

すれば完了です。 
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※登録保存する方法としては、P.34 の手入力で情報を追加保存する方法が参考になります。 

 

① 左上部のツールバー「レコード」から、「新規追加」を選びます。 

 

② 選択済みの出力フォーマットは、とりあえず、日本で一般的になりつつある「SIST2[シスト 2]」を 

選びます。 

 

③ and Reference Type は資料のタイプですので、「電子ジャーナル」もしくは「ウェヴサイト」を選び 

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ウェブページを参考文献として RefWorks に保存する方法 

インターネット上のウェブページを一種の参考文献として RefWorks に登録（保存）することが 

できます。 

 

 

 

 

 

 

Mazuha  

 

 

 

 

 

 

 

      ひとくちメモ 

 著者が複数いるときには、「；」（セミコロン）で区切りましょう。 

 外国人名の場合は、姓「，」（カンマ）名の順に入力しましょう。 

  （日本人名の場合も、姓名の間に「，」（カンマ）を入れておくと良いでしょう） 

  ※セミコロンや、カンマは半角で入力 

 表題に太字、イタリック文字などを使用する必要はありません。 

 ジャーナル名（雑誌名）は、（略）となっていますが、正式名を入力しましょう。 

 

 予め、保存するフォルダを選択しておくと、後から登録した情報を確認しやすく 

なるので、おススメです。 
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④ 「著者」：該当のページに著者、または編者があればそれを入力してください。 

不明の場合は、確認できる情報を入力しておきましょう。 

「表題」: 該当ページのタイトル（ウェブサイトの名称ではない）を入力してください。 

「アクセス年」「アクセス月日」: ウェブサイトを参照した年月日を入力してください。 

項目には、「11-01」のように入力してください。 

「URL」: 該当のページの永続的な URL を入力します。 

 

⑤ もし、個別にもっと入力しておきたい項目がある場合には、その他の項目をクリックすれば、 

たくさんの情報を入力保存しておくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ フォルダに追加 は指定しておく必要はありません。     

あとは、右下部の      をクリックすれば完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ひとくちメモ 
 

インターネットのウェブサイトでも提示の仕方は、図書や雑誌論文の場合と大きく変わりません。 

但し、アクセスできる URL (アドレス) と自分がアクセスした日時を必ず明記する必要があります。 

ウェブサイトは頻繁に更新されることもありますし、削除されてしまうこともあるからです。 

自分がそのサイトを閲覧した日時を明記してください。 

尚、論文の参考文献としてウェブサイトを使用する場合は、信頼できるサイトの内容かをよく 

確認しましょう。 



40 

 

 

 

  

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥フォルダを作って整理する方法 

RefWorks に保存した情報全てが最重要というわけではありませんよね。 

ということで、文書管理をスマートに行なうためにフォルダを作って、分類して保存しておくことを 

おススメします。 

 

 

 

 

 

 

Mazuha  

 

 

 

 

 

 

 

① 左上部のツールバー下の 

 

 

アイコンをクリックします。 

 

 

② 「フォルダの新規作成」のポップアップが 

表示されるので適宜、フォルダ名を入力 

して作成ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

③ 新たに作成したフォルダは、 

 

 

タブをクリックするか、 

右サイドのリスト-フォルダを参照して 

ください。 

 

 

④ フォルダを指定しないで保存した場合は、 

後からフォルダを選択して格納することが

できます。 

 「最近インポートされたレコード」 

をクリックし、画面を表示されたら、 

 画面中央部分にある 

        カーソルを寄せると、 

   

  作成しておいたフォルダが表示される 

  ので、 

 格納するフォルダを選んでクリック 

してください。 

 

これでフォルダへの保存が完了です。 
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★まず、「文献リスト」にしたい文献情報を選びます。 

あらかじめ、フォルダ管理によってまとめておくと、とても便利です。 

 

ここでは、フォルダ「test3」（文献情報 75 件）をつかって、「文献リスト」を作ってみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦文献リストを作成する方法 

今、自分が執筆している論文や、レポートに RefWorks に保存している文献情報を「参考文献」 

としてリストを作成、論文やレポートの最後に追加することができます。 

 

 

 

 

 

Mazuha  
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 レコード一覧から「文献リスト（メモ帳-テキストファイル）」を作成 

もっともシンプルで、簡単に「文献リスト」が作成できます。 

論文や、レポートへの追加等の加工は、後から自身で行う必要がありますが、 

その分、汎用性が高いので使いやすく、おススメです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 左上部のツールバー下の参考文献の作成 

アイコンをクリックします。 

 

 

② 「文献リスト」のフォーマットを決める 

ためのポップアップが表示されますので、 

出力フォーマットを選択する 

で「SIST2」を選んでください。 

Select a File Type では、 

「HTML」を選んでください。 

 

 

③ 右下部の 

をクリックすれば、指定した書式 

（「SIST2」）での「文献リスト」 

が表示されます。 

 

 

④ 画面右下に「文献リスト」が作成された 

ことを通知するアラートが出ます。 

上方のここをクリックします。をクリック

すれば、作成された「文献リスト」が、 

Web ページ画面で表示されます。 
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⑤ 表示された「文献リスト」は web ページ 

画面にできたものです。 

必ず、テキストファイル等で保存し直し 

してください。 

 

 

⑥ これで、いつでもコピーアンドペースト 

で必要な時に、必要な部分だけを「文献 

リスト」として使えます。 

削除や、順番の入れ替えなどの加工も 

比較的容易ですし、何度でもやり直す 

こともできます。 
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 論文やレポートは、【Word】で作成しておく必要があります。 

 また、論文やレポートのファイル名は、日本語を含まない、英数文字だけのものに 

  しておかなければなりません。 

 RefWorks が、「文献リスト」を追加して Word ファイルを返す際に日本語を含む 

  ファイル名では正しく処理されないことがあるからです。 

 原稿ファイルから「文献リスト（Word）」を作成 

予め、「文献リスト」を挿入する word 文書（原稿ファイル）を作成しておくことで、指定したスペース

に「文献リスト」を差し込むことができます。 

論文やレポートの完成形に近づきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 英数文字だけのファイル名で保存されて 

いる論文、レポート原稿を用意します。 

 

 

 

 

 

② RefWorks 画面右サイドのリスト-フォルダ 

より、「文献リスト」を作成したいフォルダ

を選択します。 

※事例では「test3」フォルダを選びました。 

 

 

③ 「文献リスト」にしたい情報（レコード）の

右側にある{ }（引用する）アイコンを 

クリックします。 
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⑦ ポップアップアラートで、出力する 

フォーマットや、保存する文書ファイルを 

選びます。 

 

出力フォーマットを選択するは、「SIST2」を、 

Select a file をクリックすると、①の文書

ファイルを選ぶことができます。 

 

文書ファイルを開くと、指定した場所に 

「文献リスト」が入っているはずです。 

 

 

⑧ 画面右下に「文献リスト」の作成が完了 

したことを知らせるアラートが表示される 

ので、上方のここをクリックします。 

をクリックしてみましょう。 

④ 「引用ビュアー」がポップアップ表示される 

ので、選択ボタンをクリックします。 

 

 

⑤ 文字網掛になっている箇所をコピーし、 

①で準備しておいた文書ファイルに添付し、 

一旦保存します。 

 

 

⑥ ④の「引用ビュアー」の参考文献ボタンを 

クリックします。 

 



47 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ まず、ポップアップアラートで○Ａ が 

表示されます。 

「プログラムで開く」を選択した上で、 

右横のプルダウンで「その他」を選ぶと、

新たなポップアップアラート○Ｂが 

表示されます。     

 

 

⑩ アラート○Ｂで、「Word」を選び、 

ＯＫボタンをクリックすると、 

アラート○Ｂが消え、○Ａ だけが残り 

ます。 

 

 

⑪ 今度はアラート○ＡのＯＫボタンを 

クリックすると、○Ａ も消えます。 

 

 

⑫ ➀のファイルに「文献リスト」が追加 

された状態の Word が表示されます。 

 

［読み取り専用］なので、新たな 

ファイル名で保存し直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 
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 レコード一覧から「文献リスト（Excel）」を作成 

比較的シンプルで、簡単に「文献リスト」が作成できます。 

論文や、レポートへの追加等の加工は、後から自身で行なう必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 左上部のツールバー下の 

「参考文献の作成」アイコンをクリック 

します。 

 

 

 

 

② 「文献リスト」のフォーマットを決める 

ためのポップアップが表示されますので、 

出力フォーマットを選択する 

で「Tab Delimited」を選んでください。 

Select a File Type では、 

「テキスト形式」を選んでください。 

 

 

 

 

 

 

③ 右下部の 

をクリックすれば、別画面が開き、指定 

した書式（「Tab」）での「文献リスト」が 

表示されます。 

 

 

④ 「文献リスト」の作成完了を知らせる 

アラートが画面右下に表示たら、上方の 

“ここをクリックします“をクリック 

してみてください。 

 

 

⑤ 一旦、Web ページ上に「文献リスト」が 

表示されるので、それをテキストファイル 

形式でデスクトップに保存してください。 
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★テキストファイルウィザード-1/3 

 ⇒そのまま 次へボタンをクリック 

                       ★テキストファイルウィザード-2/3 

                        ⇒ 区切り文字：タブ ＋ カンマ 

                          連続した区切り文字は 1 文字として扱う 

                          に☑ 

                          次へボタンをクリック 

 

⑥ ⓹で保存したテキストファイルを 

Excel で開くようにします。 

 

 

⑦ まず、空の Excel を開きます。 

「ファイルを開く」から、 

⑤で保存したテキストファイルを選び、

クリックします。 

 

 

⑧ 「テキストウィザード」が表示される 

ので、処理を進めます。 

（次へボタンをクリックすると、次の処理 

画面に進みます。） 

 

 

⑨ 最終的に Excel に⑤の「文献リスト」が 

転記されて表示されます。 
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 Excel に「文献情報」を転記
．．

することを目的としているため、「文献リスト」の形式は 

選択できません。 

 過去に作成している「文献リスト」や、これから作成する「文献リスト」とは項目が 

異なる可能性があります。ご了承ください。 

 

 本来、Refworks は、テキストファイル形式にしろ、Word にしろ、目的に適った 

「文献リスト」項目を自動作成できることを利点としていますが、Excel への転記 

の場合は、タブ入力しなければならないため、思い通りの「文献リスト」項目での 

出力はできません。 

 

 

 

                            ★テキストファイルウィザード-3/3 

                            ⇒データのプレビューを全て選択し、 

                             列のデータ形式：文字列 

                             完了ボタンをクリック 
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≪例≫DB：CiNiiArticles で検索した、下記の論文の文献情報と、全文公開されている論文（PDF ファイル）を 

   RefWorks に取り込んでみます。 

 

 

 

 

 

 

 

① 文献情報の取り込みは、P.10～11 を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② DB：CiNiiArticels より、公開されている論文（PDF ファイル）をパソコンのデスクトップ等に仮保存 

しておきます。 

 

 

 

 

⑧RefWorks 内の文献情報に、PDF ファイルを添付する方法 

昨今は、インターネット上で論文が公開される率が高くなり、資料収集が随分ラクになりましたね。 

もし、RefWorks に取り込んだ論文情報に、インターネット上で公開されている論文を PDF ファイルで 

添付することができれば、いちいちデータベース検索する必要もなく、パソコンのデスクトップ 

保存する必要もなくなります。 

情報管理の面でも、各段にしやすくなります。 

としてリストを作成、論文やレポートの最後に追加することができます。 

 

 

 

 

 

Mazuha  
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③ RefWorks に取り込んだ文献情報の 

右情報にある複数のアイコンから、 

メモ＋えんぴつのアイコンをクリック 

します。 

 

 

 

 

④ ポップアップで「レコードの編集」が 

表示されます。 

 

 

 

⑤ 「レコードの編集」内にある、 

添付ファイルの参照をクリックし、 

➁で保存したファイルを選択、 

開くをクリックします。 

 

 

⑥ 「レコードの編集」内にある、 

添付ファイルに PDF ファイルが 

添付された状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 最後に「レコードの編集」内の下方に 

ある、保存するをクリックします。 
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⑧ ポップアップを消し、文献情報の右上アイコンにクリップが増えていれば、 

添付成功です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ クリップのアイコンにカーソルを寄せると表示される、ファイル名をクリックすれば、PDF ファイルを 

開けることができます。 
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データベース名 
RefWorks への 

ダイレクトエクスポート 

文献情報の 

複数一括インポート 

京都橘大学図書館 ○ ○ 

TAGURU ○ × 

MDL（国立国会図書館）-OPAC △ △（選択不可） 

CiNii Books/Articles ○ ○ 

医中誌 Web ○ ○ 

メディカルオンライン × × 

医書.jp（旧 MedicalFinder） ○ ○ 

最新看護索引 Web × × 

日経 BP 記事検索サービス × × 

EBSCO host ○ ○ 

Science Direct ○ ○ 

PubMed △ ○ 

ProQuest E-book Central △ × 

Oxford Medicine Online △ × 

J-STAGE △ × 

J-DreamⅢ △ ○ 

ACM Digital Library △ ○ 

 

※RefWorks へのダイレクトエクスポートにおける「△」は一旦テキストファイル化し、 

 それをデスクトップへの保存させる工程が必要であることを表しています。 

 

 

⑨おまけ 

 

 

 

 

 

Mazuha  

 

 

 

 

 

 

 


